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么記葛はま顯を促ず区!容があることを涩げ題あの 7 呼。 

閣の牢に翼体的な注廳拘竊(お圍の jf 藉战…■船;のな注懸)が離かれ"ごい 

菜す白 . . 


絵 表示の例 


•スプレーを厳禁 

殺を劑などのスブレ""をを温鹽のあたるとこるに 
放靈しないでください。 

熱でスブレ""•生の圧力が上びり爆発し、趋険です。 


jv ; 叫が説 b 月 叢および製 a への 表示では、製扇をままに正しくお使いい, L た; \ レ I 
たや他め人々への 危翼や財産への攫憲をホおに抵止ずるために、いろいろな おみ;ドム 
しでい ます。 その 表 巧と意味はをのよ ラに なっていまず。 内容をよく巧法 I し . U か.；水 
でをお読みください。 

'■A ^1^このま示を無損して、誤った目 SOS いをすると、人が巧ごまたは*(兵を©3 

L 心 趋除が差し迫つで生じることが想定される巧客を巧しでいまず。 


么警告 


この表示を賴視しで、誤った取り覆いをすると、人が化じまたは a 寝を白う 
巧能 If 生か想定される内容を巧しでいまず。 


A ご-^このま巧を無視しで、誤った取0おいをすると、人び爆塵を負-; 3 BJ 能性び想 
ZJA / JXilsi 定される巧容および物的擾塞のみの巧をが想定される内容を巧しでい获ず。 


® 記璋は禁止の巧為であることを盛げるちのでず。 

国の中やを傍’に員化的な禁让巧)容(巧國め溺をはガソかン禁止)び描か 
れでいをず。 


滅記号は行為を強制したり指示ずる巧密を淺げるをのでず。 

図の中に資化のな指示内容(ち閣の爆窗は爾懸プ5グをコンたントか 
6ホいでください)が撤かれでいまず。 


藤 ガソリ ン廳禁 

ガソリンなど揮発性の富い油は、絶巧に使用しないでくだ—さい。 
义巧の原因になります。 


么を険 












A 警告 



雜換貧#變 

換気せす‘に使巧しつづけないでください。 

醒棄び不足すると、不完を燃燒し、^酸化廣素など 
が 発をしで中養になるおそれがありまず。 

使用中は必ず1時闇に1〜2回 （ 1〜2分）換気し 
で、新鮮な空気を補給してください。 

窓の凍結、地下室など換気び十巧に巧をない場巧で 
は、使用しないでください。 



馨澀 風欧出□をふさびないで 

巧類、紙などで温風の出□や空気取入□をみさがな 
I 、でで‘严对、 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因に 
なり衆ず。： 



み寝るとを消义 

耀ると薄 I や外化するときは、必す消义しでください。 
ず想しない擊故が発生するおそれびあります。 

お部麗を離れるときや、人目の届かないところでは、 
尬す消义しでくだをい。 



め可燃性ガス使用禁止 

ス t ''―ブを使用しでいる部屋で、可燃性ガスが発生するちの（ベン 
ジン、"タツサ力'ソリシ)、スプレーなどを使用しないでくだ逆し、 
义がや故障の原因になりまず。 


0 


A ミ主意 


>力•ーテン、 可燃物近接 禁止 
力—テンや燃えやすいちののそば、ほこりの參い場 
巧などでは使用しないで<ださい。 

乂巧び発をするおそれびあのまず。；古::: 

•お';®時消义 

給 TI 1 U 必す消义しでから行ってください。 

4つ：パおを U びあります。 

—‘ピわ/—り袖は、よくふきとっでください。 

掏础しみには带実に締めでぐださい。 













いきな接しな‘古だが。;こと.まきのためにおずお守りくたさい 



• e 室內繪總禁止 

おミあは、做ず义の気のないところで巧つでぐださい。 
义巧のおそれがあります。 


雜麗靖時使用禁止 

におい、すすの発生、がの毎など冀常を戀じたとぎ 
は、使巧しないでください。 

異溝燃焼のおそれびありまず。 


雜ほこりの除去 

燃焼空気取入□のエアーフィルタ…とエアーフィル 
夕一巧側のスポンジは、週1回が上必す掃除しでく 
だ逆い。ごみ、ほこりなどでエア…フィルターとエ 
アーフィルター两側のスポンジびつまると、異常燃 
燃のおそれがあります。 


雜溫勵佐權撥あだらない •' ^ 

溫風に廬撥援時間あたらないでください。 

お温やけだや脱水症がになるおそれびあります。 ^ 

■•おず様、 おが 潑 の、続豫のちなどがお使いになる湯会は、 圈 風の 人び十かを戀しでくだ 


，た場資、駕巧によつではをあせずることがあ0まず。 


雜窩湿 部接触禁止 

燃焼中や消义圍をは、温風の化□巧おか'富温となりますので、軍. 
などるれないでください。 

やけどのおそれがあります。 


• かを—いお寺様のいるご家庭では、特にま議しで < ださい, 


馨分解修理-改造①禁让 

か接，破損したら、使用しないでください。 

ホ V'f なが埋や改造は、危険です。 

お巧いぶめの販売店に惨 I 里をの頼しでぐださい。 























A 逢意 


雖バ驚轉にしでいた だくこと 

お朗間巧巧しないとぎ又は保管ずるとぎは、蹈ずな油を巧いでく 

ド-ぶい 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

义巧のおそれびあります。 


•燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ばないで<ださい。 
やけどのおそれびあります。 

また、 転倒すると义巧の原因になりま.ず.。 



雜腰をかけた D 、 物をのせないで 

腰をかはたな、やかんや巧びんなどの物をのせながを《膽を也、。^ 
やけどした風がストーブび変おすることがあり:まず。;:: 

また、水が麻離に A ると、感歡 がぶ' 故障の原画になり康ず。 


Q 

0 


0 爾 源コ…ドを傷めない 

庵源:]—-ドに無理な巧を抓えたり、物をのせたり：し 
ないでぐださい。衆た、靈源プラクを巧くときは、 
コードを持つで引寒抜かないでぐださい。 

火巧や感電の原因じなりまず。 







鑛 電源プラグは確実に達し込む 

靈源ブラヴはコンじントに根壳ま君疆実に塞 し 化んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使巧しないでください。 
义巧の原困になります。 



:-畏辩間使用しないとをは電源プラグ态抜く 

長期固使巧しないとぎは、電源プラグを巧いでくだをい。 
火がや-を想しない事®の愿因になります。 


• if 源ブグの繫爭入れを 

::ろだ透 は電源フラグを巧き、ほこり及び金震物をおをしでくだ 

い， 

い— i リ‘で t すると湿気な.どで絕緣不浸になり、"絮烫の原斑に户 l / g . 




























1. 辑に錯 La ; ただまた;:/;こと、愛鉤ために化すおすりくださり 


—— を思 


镶 、がみが變絹しない 


义巧わ予想しない事巧の療慶になりまず。 

•ザザでない場所、不安定な場巧 
^風のあたる場所、部屋の出入 □ 

•マントルビースなどストーブび圃ねれる場所 
* ほこりや漏気の多い場所 
«不を定な物を乗せた棚などの下 
•可燃性ガスの豬をする場所及はたまる浸所 
•直射日光の当たる場所、遍度の富い場所 
* 温室、飼育室など入のいない場所 
9標醫が1 0 OOm を越えるよラな畐 i 伍 

•理.美容蟹、クリ…ニンク'店などスプレーや化学薬記を使‘5磯所‘ 


•可燃物との距離を離す 

燃えやすい物や曠審物とは、必すろ図に示す 

距離を取って設霞してください r 

特に力ーテンなどびス I ブじふれないよラ 

!..听 i - s *- / . 十/ 、 

..i し:しこ.、 7 v „ さし、。 

义巧の鷄生するおそれがあ0ます。 


1ぶの接は:;. 








么注意 


馨む f : ぃ巧巧での使用蔡止 

あまりせまい部屋 （ 8醫はで);;;；で瘦围むなしいでくだ 
护ぃ 

異常燃焼やな障の原因になひ蒙す 




雜傾を-漏動を憲 

水平な場所で使用しで < ださ拉ぉ:む;ミ章 
振動の激しいところでは、使巧しないで<ださい。 
異常燃焼や誤が動の原因(ごな留ます。:董 



•異物達し込み禁止 

温風日夕出□やス I ''―ブの的部にほ、線‘巧’プラスチックなどの 
巽物を入れないでくがをい. 

発煙. 発义のおそれびあります。 

湿風空気取入□の中に:指や棒などを差しをまないでくだ杳い。 
けがをずるおそれびありまず。お 


0 


潑德用爆 所の 注屬 

• 防麵処理の施しでいない機械やな料か’置いである 
踢巧やメッキ•靈装、電ろ部品、:.'化学、繊維関係 
エ爆でのご使用は避けでください。 

纔や変色を促進することがあります。 

•溜潑作雞や研磨が業など义巧の飛散する爆巧では 
使巧しないでください。スト…ブの樹脂部品など 
じ飛义し、故障や义災の原西になります。 



•曰常のお手入れ時のま意 

曰溝の点検' ま入れは必す行なて < ださい。 

点検-を入れは消义をス I な雄おを冷えでから、 
必す靈源プラグをコンたントがら辕むで巧つでくだ 
さい。やけどや感電のおそれびあなまず。 

(21~23ぺージ参照） ：:ぶ:養虽器 




的に傻用す寥緩教に 


• このスト-•ブは、 なるべく部屋の审巧に据え巧けでください。 

暖気の循麗がよ < 巧ねれで効乗-的でず。... 

• 温簡は 4 ち(こ喚费出 しますので園團に障害物びないよラにしでください。 



















3 g 戳部巧魏娜 



效熱簡 


鑽が部'’*衆部(スイッチ：!ニット) 


: X 7 …ツイルタ 


燃焼雞 m 取入 □ 


鞭絮ンク 


，:;が萄賊出 □ 


スポイト 


i 構漏國議 J 


























I ai 


油薰計•給油巧ふた(後側) 


燃焼を源嚴乂曰 


GH - B 100 F 


風简祗 


ルー厶サ…モむンサ…（內都) 































毅宏滋度/义巧う;:^プ . . 

点0 -デジタル巧示部に設定溫度-設を义力か’表巧される 

設定;晶度設定义力①変更巧能ぃ '‘ 


タイマ…班を時固うンプ___ 

筋な . テ’ジタル表示部にタイマー設を時圈か’表ホされる 


操作颤*繫眾離 


爆 (■-'.) ぶのある須冒は.、.扁巧视顚にアラ.一么が3◎暖ります。 
攀醉 I •側）をホのある頂自は、点灯巧顯にアラームが己國鳴ります„ 


タイマ…通おランスく齡 

夕 f 7—獲晚中1畴簡邏転中 


麻'ぶ.::'.な…リ1畴闡邏絕総'すによ.り自動:毅を:;ぶ i 

ール…ムサ…モ逐捉ラン プ : {綠; 

麻 な ルームサーモ邏嚴ザ•'‘ 1111:: 

_ p 巧サインランブ（ホ)... ................ 

搁口（(… )）.1 お部壓の空赞の靈常によ0白動;肖义 .. 


'邏陋1時閥ごとに2が間点滅し、換気のタイ吉ン 
グをお放らせします。 


給;巧ランプ(塚)...：_ 

点滅脚"))))：；をタンク.内ゆ口巧が巧りみないことをお妨6せ 
爲口（い")）巧タンク內のり戒ぴなくな.り呂颤肖が巧 


給な 澳夏サインル-ムサ-モ運筆; 


MEMI BLUE 














デジタルまを部 


麵雲巧温度表示 @が遥臀 

(0 で〜 35 でを表を） 贼ぶ 

(蹈 1) 攝巧の害温 18 で 〇 タイマ-— 

f 塞溫力す日でなでのときでち、^ 

\ 0 でを表矛んまず。 1 

IS 

30 お 

〇 

な 設定溫廢表示 Offi 巧溢媛 

(12 で〜 30 でを表/示） 觀定 ® 湿陵/大力 

(例）設定;轟廣 20 で 0 タイマ… 

jn 
L LI 

30 巧 

0 

な 髓定乂の表示 〇蜜の溢漫 

(お'/〜 W9 を表牙 0 離:遮な端資佛方 

(例）設定义方村 5 0 タイマ- 

H 弓 

如が 

〇 

團资 イマー設患瞬闡聚巧（離り時間） 贷 澄内温避 

(0 分〜 24 職闊. 30 分範を女表お） 微遮〇 mm 

(例）已轉閣 30 お德に運黯闕船 a 》バ- 

r 

j 

im 

践梦イマー運賴による 1 膊闆直動消义 . 0 整な摄樓 

(uF を表巧） 酷‘體’〇湿度供;):} 

0 タイマ尸' 

：：!!- 

30 が 

0 

■ fS 表巧 o?was 

fi 度'.点义操作をしでくたさし、。 。パマ— 

■その他の f 表示：途中失义’霞义不廣’電気回路’部品の 
(数すを メモしでお質い求めの巌売店にご巧験ください。） 

C J 

攻禱 

30 村 

0 



誦 




















使用前の準備 


•謂，： A ん、タンボ--处雜皆每スト-•ブを® 

’’I i 试しバッすン村巷觀り餘いでください。 



參遲台裙取付 ，,.. 1 

■爸の亥！!印[■正疆 J とスト —：: A がけ;： L — 
ねせ、ストーつの靖巧當台のむ广 V ! T S 
ださい。 





靈料 tt 獅聋な湖 （ JIS 1 疆巧油.）を使用しでくだ进い 


A 槪驟巧ソリン‘シンナ…などの揮発性巧高 
い迹は龜亂こ使謂しないでください。 

火災だ)臟圃じなり乘す。 

•離醒巧油、不魏巧油.、...覆れた妊遵.、泰の靈じつで 
い SCT 適など段、絶おに使謂しないでくだをい。 
着灼油»验嘗乂雜■爾水-ごみ’臺證及或糧黯曰光 
帮避けた11所に I 呆體しで <だを.い。 


巧油とガソリンの見分けかた 


指斯こ燃料をーパす1^ 3 知、、-：ぃ'、； f . 

たもの寄巧ない昨 rn jC<L 









’ イ、純な;あとは… 


' .'. V :'':'. 礙を'威'''''' ダ 察なを離’ 

ン -- スンより持 
んぶ V しの約;曲’ 

が 

心‘ 

Q 

麵園日谢こぁたス修 
る巧や遍廈の富い ; ( - 

抓こ保亂ただ油し/クぃ V > ； 

i 

容器のふたか關け 
であったり、乳白 
をのボリ碧器"ご保 心^/ド j 

鶴し?こな細 ^ 

例 

0 

一—;.*。. ..... だ >'.夕り：,:だ..‘’，’：’’1パ; ’i 一',;|ソ.- - 

?ぉ';ご燕 W 顯凶， 

复咖獅んのね;’，ぃ vV 

茲で職した 


感階巧 II こを链し?、こちのは、黄技巧か力、ったり、すっぱい賣いびします。 
•必すなな巧のボリタンクをお使いください。 

藝な巧はシ -- ズン中に使いきりましよう。 


(変翼の油や不純な'油を使用すると…) 


»巧油の稻歷にあよりますび、燃焼不良をおこしたり、スト…ブの撰傷を單め、巧曜の厥团1になり 
»がを.ごみびを油絕路に流れ&み、燃焼不をや霞义东廣の撼風，になりずず夕.：:；；ぶ 


巧一変鹽灯油や不純灯油を使用したとぎは。 


參ミ由タンク内のな巧を巧费、蜜れいなな-;あで2〜3回ミ先つでから使巧しでくだをい。 

(駆いの油び残つでいると再発しまず。） 

•懸いな油を巧を取つでを効粟のないときは、お質い巧めの販売店又は、: 13 白ホお客祿巧綱搬驟口 
にごす目歐 S くだ巧し、。 

ggsEI • 泌鹽巧 Mk す綱な迪が療西で修種を巧賴されたとまは，奪弓巧でち傑誠の巧象》.‘..’； 

' •'.* 邀鶴な谢の処理でお窗りの摄さは、な涵舊策舅け»热嫩 M 源にご巧談<だをい。：シ' 














4 .德篤識巧準纖 



2. 帘販の給油ポンプなどを使巧しで、巧靈計を 
驛なが心*がちしでください。 


まがだら傅'むを,!''満苗' 


油豊窜卜 


3. 給油□ふたは、確実に締めてください。 

4. こぼれたなミ由は、よくふきとつでくださし、 



•満タンブザーの巧ま音にたよらす、化ず: 

よラを愚しでください。 ， 

•給迪のとぎは、お糧容器內な1水やごみび: 
スト…ブの損巧やが陳の原因になります, 


( 巧'油びみなくなると- 


雜ご使刚中、巧タンク內のロミ由びみなくなると.、..鏡めランプの点滅とアラームで給.油の责儀:泡，しま 
すので、單めじ給ミ由しでください。 

給油しないで使用し続けますと、な《れをな©有動溝がら、アラームと給ミを费をブの点灯でお知 
らせします。 



'ミ巧 gaii け凝諷鮮頒:くなっで消义した場茵は、蹈ず給油しでからな火«巧を巧ってください, 
ないと宙運おで蜜まをわ。' . 










义前の華備と確認 


餘 JL 


昼を 酵 こ； 薇 お.,： 

雜化平でまおのよい床の上に設麗-しでください。 

>水平に致留をれでりれば.が發資涵消火装節錦齒蜘こ 

•頓おした塚巧れ画の滋しいな巧でを箱ずると ， m 
• ，，'ドス!‘こ*バむ .iJ 乂 «巧宮お港义巧苗が击し< 

巧二數しませ/ V 。 !タミがち,,、**、ん 



广 ' 逆漏れの確認 ) 

•證觀-油叙ンク1こ、ミ胁 i れ-ミ猫の於莱りを雞疫:広;じ某胃 
がないが iiig しでく賠遮い。 

•独購れ巧と寒は、德觸を中注％#^ U 讓めの版寵烦こ 

補讓議誦^^^祭.;:ご.. i.. 心た .纖 




r 電源の撥続 ） 

•電源ブラグ椎コンじントじ根元まで確実に差しをんぞ 
ください。 

電源フラク.コードのを熱'.、苗 k を Ilk 。 ，> 

た&に… だ辨矜が度凌お舅顯欲が姨辕 I 詩 

»爾源は、必す懸.正配線された拳粗 10欺/のコンたントを瘦' 

. 巧し'でがだを—い。' 

源コードは、途中で接続したり延養コード0使南■濯 
の黑窥器興とのタコ足酷線をしないでください。 

««おプラグめあ茜塞しは、掛すプラグを持ってせっで< 
ださい。 ， 

»ぼ - りなどのは讀びないか、とぎどき点挨-讀攝をしで 
ぐださい。'. 













2 .鑛义しましたら、燃焼状態を確認しでくだぞい。 


>戀义時、巧發ちと同おに盧义費适発しまずが、藻をではありませんヴ; 
>な乂操巧からが壁（邊义）まで、室還によウをみを化しますが、9凸^ 
他溜妈 （5 でがで）は、約2〜3巧のホ熱畴閣びかなりまず 。）を 
»瞒乂晚や消义瞬には、か'し留煙やをいびおますび寶巧ではあり i リ化. 

(凝いときな 庶义操—巧瞬には お 通常よりきめめ留煙が ザ 出' ホ'、'' 

» 鹽災後 2 .パ‘’:-1ホ入‘が吐‘まずが窝巧ではありません. 


ザぶ'' .こパ：、''-.:-. 
，だか- X ';’巧ゎ'- 


資煙'ががまあ;)'-.: 

ませか‘''； 

磯ごりのをいところ，超窝汲の湿渡を®用しでいるところでよちみで 

:お南;/'.. ! 、 

癌;!^^。 


な液01‘寸,レ 
• 雜ホ:次打から療ホ欠方に変ねをのにレぱら.ぐ励 




ぐネリめ での ご使用 -シ ーズンのめのネリ使巧 時 には） 

雜送油経路巧の空気た第り（エで"-..□ック）により 

• S 乂麟に岛煙びおたり、炎が黄炎になったりリフトしたりなち消え器ことがあり談ず。 
この ii 證点义攘作を2〜^3園く巧かえしでく:お善もお■"-胃 
•炎の瘦や点火ブ’ラヴ-炎觀知ブラヴのまわりがピンク籍にな器ことが載り隶ず。 

これは、 W 熱 S 料やほこりなどが饒けるた據芭囊鬻百综叢りません。 

• H 熱離料などび燒けで煙と興いがおます。... 

懇禮おけで部屋の換気をしでください。 










〔入] '''設定した温度を保つよラに有動運転。（ルームサーモ運おランプ点な） 
[の）…翌遍(こ關係なく設定した义力で運鶴：り Ur •ムサーモ運転ランブ消巧 ); 


* 17 レ-ムサ ーモ運嚴 I 〔入) ■ [切）に関厮 S く遍風抹を力に応じで変化しまも 




H 設を獨魔（乂力）を変要したいとぎは、..表示 
の換キ…を巧し設定湿麼/义力に合わせ、^ 
または 15 を巧しで添望の温磨（义力）に含わ 
せでくだぎい。 




( 1 しームサーモ運輯） 〔入)の場合 

r 運赔/停止1 キーを巧したとぎ、設定遍廈は請回使用しでいたとぎの温壓にたットされます。 

f 未 t ットの陽さ、’電源プラグをコンたントから抜おたときや澤電を离通*したときは、肖動'! 
し的に20でにじットされでしほす。 j 

設を湿魔はにで〜30での範囲で它ットでまます。 


r ル--ムサ--モ運車51 〔初)の場含 

〇 1.賴/停 it ) キーを巧したとぎ、設定义力は前回使巧しでいたときの义力に t ット巧れま-;!, 

f 未たッ t の湯為、電源プラグをコン t ントか6凌しがときや惇輩を再通畢;したときは，评 f い 
U 勺にじ t ットされでいます。 j 

験定义力は疆かぷ卜最大お g までの9援隱でむットできます。 






• t , パバ Vr •'川少なく、弱燃焼でを麗棄^)す著る錫葛（気遍巧幫いと塞、資叢たジの J い cl ふ K 、ル 
みいお部慢、窺«のよいお部震）は、をット温慶よ?)を莖ミ靈が上覇し棄す。 

•1- す:!ンサー揉スト…ブ闇逛巧温度を騷知しで G げすので、お部屢のぶにい‘‘ f ぃ L 
ム-し。いごとかあります。 

聲 — I — つ!：:直}乃 J え' やす苦ま靈が最たつでいたり、健の光熱器質の 影製， を 嘴け ごい 一む I ぃ k 1、 
ん…ムサ…モ U ンサ ■" 'か'正樵に痒®しまを/ u > 

雜 I ,鞍’;:をを気煎入□巧:！ア…フイ也夕一や、エア….つイ处.夕-■煎.麵铅スがンジがごみ嘗强こり—ご目ヴ 
ま i リず器と、ル-™ムサ"ーモ t ンサ""が正顯こ靠動しまお/ U 。 



ェ ii 出荷畴(こ燃焼妖戀發調節しでおりまず。 



两炎繼器)いは,..:霜い聚の雜謡 
(こかし離觀い炎が潤.じ'：:)でい .I 

題...… ..—. 



鑛 e い炎が連続レで鑑離'にお 
.でい器）；- 

. '••' .. . .. 

[ェアーフイ)レターの目ブまり! 



麵け炎びバ^ナょり雛れ、帮 
にあなお消えしそうである 

T 通タシさちみろ巧 V 成た] 





■ Qi 括/ jf ぶ J キーを押しでください。 

〔選願ランプが消灯し、固時に消义しまず。） 

•消义後は本体の部がる邱するまで送園を継続します。 

@ミ肖义操が後は、义が f 肖えでいることを濃かめでぐださい。 

み’ V ;潭悅は知こ、ストーフに強い衝擊をあたえたり、擊源プラグを猿し VT のミ肖义はしないで<だ泣い； 

,みぶ苗. 援期閣留巧に するときは、掛す電源ブラヴをコンむントか 6巧いでください。 

1义潑變点み;するを M を蓮13 

雜つ乂か r : r 巧ろ乂ずると、着义富か'多み大きくなります。 

•屯心か L . 占 >し巧义をくりかえずと、臭いの原因になりまず。， 















タイヌーの使用巧 


1 .[11 /蠻 it ] キ■■■■■をがしで < ださい。 
(運較中は、この 操巧はいりません。） 

[運撼ランブび点滅し，運転動をにな0ます。 


- — 

—— ■— 



2 . 厂表示巧換 1 ホーをがしでタイマー設定時闇表 

不/ —• ィご>«小->^ 44 "マがピ/十ゴ - V い 

の!心口す JE C \ん_とし 

〔タザマ^酸疆時闊ランブぴ点口しまずぶ•.牙；這！.短 

麵時閥をじットしでいなが爆爲は、15時間 ff 有 
動的に忆ッドをれでいます。 


3 . 「タイマ—…禽せ )ホーをがしで点义したい希望 
の時間数に合わせでください。 

(3 または0を押すと30巧をのでタイマー設 
を時間がたットされます。 

[例えば、觸補時刻を夜の10時とし、 S 襲巧6時30分 
に点乂す§場蔚は8時間30分後に含わせ霉 J 


誦タイマ’^時間は1廳たットずると記憶されま 
す。 


〇蜜巧溫度 
齡お〇溢度狄巧 
货タイマ^ 



30お 

0 


溫齡火力誦 



〇證閒窥殿 
設定〇溫載か;乃 
©タイマー 




4, C $ lZz ] ホ^禮押しでください。 

[運觀^ンプが消なし、タイマ…蓮黯琴をプ替顧爵じ 

莱■"讀 —J 




禱 


























纖ッ イマー] キーを巧したあとでち I タイマー含せ t キーを押せぱ点义したい ポザり ■) 
U ,’1 脚ち巧えることか'できます。 

麵 V f V - tZ'V 卜おは、::ぞジタル表示部に点义するまでの残り時闇 （30 分樂燈）び 
表巧され 漆す。 


5 .'禽わせた時圃数び経過すると、自動的に遠転を11始し タイマ—— ‘1' ‘ 

ます。 I 

麵靈巧温度が'ほい場ちは、タイマー設定時闇よりを5〜15分草く有動的に運転を開 
始します。 


6.おをにご使巧いただくため、点义を1時闇で自動消义し、 アラームと.!] F 聚示の 
点なでお知らせします.。〔タイマーきジブは烏な] 






' 目 _i !义 

タィマ-蓬転を 


S 動点义 

k 

ながも 

' が 


i C 1 楠' 口） 

鶴が i - 

(0*)》ァ ちー ム 

051隨’ 

^ タイマ:心^' 1 .ご':' 

^&運.範... ' 

戀タイマ- 

し—.— ノ 

各•ん‘ 

W 


麵つブけで邏輯したむど薄は、再度点义操巧をしでくださし、 


r タイマ~ 運転 の鱗隊 

■タイマー邏転を解除したいときは、 （運転/停止) キーを巧しでください。 

〔タイマ''——運臨ランプが消口しまず。） 趣'' 

/- -タイマ---橄稱 ... tCD ミま意 一 - - — - --■ ' … 一 …^ ' ■ …―— ■***—*"'* 

ろ 3 ラ：:巧 3 V たントから振いたときや停電蠻萬通電したとき段、夕 f マー運範はし;带サ/レ， - 

巧でお、）巧 1 ’、しで\ださい- 

i •列お誇など、留巧毕に燃繞を蘭媳ずるようなタイマ…た、ジ H ま、し搔いでくた或い i 

ず恐しない事巧が発をずるおそれびあります。 •' ‘ 

















6 .安全装置 


こ 風ストーブに揉 次のよ,寶蘇裹盡疆靈膽齡君 t >\ 素す。- 

■^^—C の安蕾-装漏は、巽靠び取り禱か扣でち萬 S 点火操作をしなけ扣ム#も、がみ M 人 



雄讚によつで作動した-體穗は， 
觸鹽の翊鐵物、本傅めお悟、を；! 
漉のあふれなど要 I 雜びないこと 
を確認した鑛、点火操作祗しで 
くだ茲い。：...:.；... 

(お.觀體は國勸のに——むットさ‘れ萊•ず。)' 


•鄙屬の薇氯不麗瑶を寶 
•エで…フィぶ夕一の貸つ’ま0 
による燃焼南窒気不思のと寒 


«鄙廳の觸额如しでか6,靖乂觸作 
搔しでくだ逆い。 

•エで--つィル妒猎顯雜しでか 
ら点乂操作禮しでくだ苗れ， 

«1聰觀に1圓禮碟嵌 r が!碟就 
しで <だ残い。 


お体な滞え.で.かを，彌顺離 . g 取 
入ごや纔觀軟お曰か燃横' • 清伽 
體離の驢離權した髓、觸义操作 
をしでくだ逆い。 

処禱鑛あ作動ず器：！遵は 、 as 
い索めの藤靡度にご離 f 誤くだ茹 
















廢ぃ iA ， し嫁、消义後 スト…ブが十を煮えでから、 必す耀源ツうグをつン t シ h 

っ^くだ ぞい。 ’’ 胃’ ’胃 



…ブとスト…ブ屬團の点 



1 A ミ主.藏！.ストブ周围は、養に藝選■讀掃し、燃えやずいちのを靈かないでください。 

2巧台に油のたまりびないか.猫タンクは巧漏れや'巧のじじみびないか、ときどき点磯しでくださ 
い。 

ずた I きミ由の際にこぼれたなミ由は、必すふぎ取つでください。 

3.ほこりやちれをそのままにしでおきますと、かびしみたりしで危険でず。 

ストブは、いつち清潔じしでお使いください。 



1. 細タンクに水びたまると、氷檢巧計に黄色い表示が社！ 
で水のたま'りを巧らせまず。 

•総ぁ晩に纖しな綠な T ':' るを壤娜 

2. 慶趙の表示び出始めたら、給;'由□ふたと給—;を□フイル 
夕一を取りはすし、巧麗のスボイトで油タンクの底に 
た榮つた水を抜绪取つでください。 

3. 給泌〇ツイルターをもとどおりにじット 
し給油□ふたを觸めでくださし、。 

• ご邸れたの迪はよ < ふを取〇で < だ巧む。" 


水検奶か 


瓣度 

給油白ふた 
/ 給》〇. 



ミ由置計 



戀ミ由タンクの水なををしないで使巧しでいると、気化窗 
にがび吸い込まれ、ミ肖义しで炎検巧装靈か’はたらき、 
ストーブは圉動的に厚止します。 


このようなとぎは、なのよラにしでください。 

1. 魅タンク亡たまった水を上記寺順にしたびって巧きおっでください。 

2. 〈湯义〉の蹈にしたがって点乂操作をしでください。 


、惠のながな<蟲2^1路向に入りかんだ水のため、1回ごは凑义ムません，‘ ' < 

溫;纖也篇識にもと.。まも 









あ姑!::ロィん:累 一 S ときどき点模 U .., 港れで:.， 
t '' た咕お I タンジか6順り出し、やのごみホ啓 

こ巧资溝ぶしでから、きれいな巧'油で统つで 

< 专ぶ -"V I \ 

/ W W * 〇 

'懸 漱鞭鑛娜贵はかけ萊#編黨1養磬.言墓籠議罩量苗 



給ミを□フイん夕- 


きれいな巧油 



な上） 


A を意 i 燃焼空気取入□のエアーフィルターや、エアーフィルタ…巧側のスポンジびごみやほこ 

.りで鼠為豪な蔚黑瓷をも屬窠鶴.境袋.おをお戚をり案す，.:_ 

ク…スち側画部にあるエアーフィルターをま前に引き抜いで、擺隙機汉はブラシな 
どで、きれいにごみやほこりを取り除いでください。 

水洗いち巧能です。よく水をふき取つでください。巧側のスボンジち取りおしで、 
ほこりをたたを落としでください。 巧:;;，， 

週1’蟲な上;、‘馬おしで'掃縣しでくだ疫 IA , 户巧で'ザ*'’' 


縫製:]:機や統纏1'.磯などでの使巧は、潑白なお-福陈をレぞジををい。 



温纖蜜熟取入□の巧流巧送風機の羽根に總ごみ-ほこりなどび'つきまずと邏 SI 
減み S し、巧流胡送騒機の闻逛が異常に窝還になり、邏鐵巧化装歷か'作動し^漏 iA^b 


潔聲。 

雜±面板の4本货ねじをはすし、上面板を持ち上げ 
で巧流竭送風機巧差し込みブラブをはすし、上面 
板をはすしでくだをい。 

巧流濟を a 機の巧根や、上画嚴の雲にたまったほ 
こりををれいに禪除しでください。 

S 向板のす费苯にたまったほこりちきれいに取り 

錢いで‘くだ巧し、 



S 風空気取入！3 















燃娩ホに 本幡をゆずり、巧靈 自動消义装靈 か’ 作動して消'义 する か髓’かわ， J < た— M .、 

•rf ;1ッか削寺に、巧靈自動 消次 装置を吿團 させで';肖父ずることはしか 巧 < ■•たさい 
•ク佔:むが消ゾ;裝置を わがしないでをださい。 



撥期閣ご使用になりまずと、機器の点検が赖要です。 

@2をに10權廬、シーズンお3をなどにお翼いホめの販売店文は、憾播 S 務證，[(財)百东 S ミ由燃焼 
磯器保守協窓 (TEL 03-3499-2928) でなさ接術醫理講蟹舍修3蜜（技史微麗按術鹽理±)など]の 
いる店などにな機の賴されることをおすずめ;しまず。 












' V のぶ ’ H ' バの^ま«麵 ではありません.。 

馨修理を僚 fi 芭れる霸にぢラー置お磋力、めくだぎじ、。^ 



た'が: y ':.. 治.'./': ソ^::''； : ''ろ 巧'': ぶち 養 養養 il 

踢が 

. 雙霧:難麗線:議迦紋さを;戀 

，ピ ..•.•,：•,•! ，: ' ''■； - ' ' ' ' ： ，■■'•；'. : 

お 

义 

時 

祝めで使巧部'器と哉、煙辟奧い敎で 

を。 . 

B 謗靈料や感こりが燒けをためでず。 

し揉らく窓を麗けで鹤気夕しご<、だ益し、。 

祝がで使哪す器とき常、.シ…ズ:親 
めの視德用臟に 1 圍で詹火しなが。... 

違灌経驚巧空気た素りなどじより、 1 圆 I! 蕭乂 
:; ，しないことが最りまず。 

^ 違〜 3 圈烏火撰作をくり かえ し常;瑣賊进し如 

すぐに点义しない。 

吾满方スお方なのためず熱聰闊び 90-1 10 砂必 
囊でず. . .. 

消 


(予熱時間は蜜温じより凌み数化し笨ず。） 

义 

膊 

点乂時啤^消乂轉に茵煙抑興いがおをが 

な义時や;'肖义時の:参かの白磯や驟.いは驟豁では. 
ありません。 

燃焼開触時、式轉乂纔に「ピず’ピ子 J 
.と,い 3 鹽がず器。 ,■■ 

器貿本が；び熱にぶり膨張、収縮ず？)/こが" C' 部'。 

ち' 寧 

燃 

点火:^^ブ • 炎曠備纖び珊くな證。 

'讚に熱せられ巧熱するためでず。 

焼 

時 

炎び顽禮觀に) r 輩く。 

下記のよラな爆合炎び邸憎留に觸くことびあり 
ますが異溝でありません。 

:巧岸に巧い揚所など垫教中に±盛かび邀い礙樓？ 
•►.空気をにほこりや水分びをい囑會 
• 置喜渡挪湿器を使巧している爆'食 



























電源プラツがコンむ.ントに謠し茲まれで 
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安定しだ ii 所誓鞭離‘肆■薇 
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ほこりのかない禱巧に移‘動ずる 


禱塞物を取0隙く 


掃隙ずる 


P 嚴壳店に連絡し、 I !聲理しでおち—ご) 

廳売店に灑絡し、修禮しであら5 

販壳店に连絡しな睽し T も b う 

エア…ツィルターを賴歸夕る 

販壳店に速擦し於理！ごろ 

良賢のな霜 ( J ! S 1割お配と入り1‘ 
(販売店に運絡ずる） 


十分換気をし、 
する 




J 1 j いークしか 


75 -、異緯の懸いときは下記の草見表にをとブいでな検し、処塵にこ談餐ぶう怒と 
耀ゃ 、願因のはっきりしないとぎは、お買いずめの販売店に連給しで<ださい。 
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♦ ‘、宙ぶなだ理、調整は危慶でずので、部壺の巧攫、麵讓爆〇|こ 

.っ 1 C ’ 家もんが！!売店交は、修選資搭畜〔(慰)曰本污巧燃鏡機器爆緣 S 叢' 

ッみ； •; 巧-资逛食修了者（拓由機器錢術營濯±)など）のいる麵廳 SCS 賴 IKfd 邊 U 

讲爲1養! ' J 〇 S とご擢をくだ靈1/^。 

»翊品 C 入おの巧にはコロナ製窗取扱販売唐で《す：3ロナ純正部話とご滔定くだ巧い。 

神^ ‘1、說むがの部謡疆こ使離に蘇り寡ずと、性籠が+分に発擇ちれない强想、りか、丽異奪攫儀 b 
たり顧ね齡擊談の原 . a になり燕ず。 



おしずいになると薄は、日:溝の点検.ま入れの項を参照し、巧の靈領で倆麵:レで:くだ 
苗い。 


1. 爾漏プ赛グ卷コンたントから抜いでくだをい。 

2. 王ア…ブィルター.対流巧送風機羽根のほこり、适れ潑取り隊 
いで<ださい。口2ぺージ參照） 

3. 油タンクのな鄉をすベで抜ぎ取り、給油□フィルターを薄れい 
な巧油で魏っでください。中にが分やごみが磯ごたままになっ 
でい豪謂•と、油タンクび腐貪ずる原國になりま讓。 

(21• 22ぺージ参照） 

4. 又ブのごみ解ほこりを攝陈機などで驟り臟いでくだ豪 

‘\ク謬 rt 分»、し綾った额で汚れを懸としでから 、 &SSBbz 
くだをい。 

‘• 价ッ，が讓歎緣媛で、纔爆した爆所にあ零に纖靈書 

を.、, '. F 巧 S 難鹽使巧しながお#装は深隱ずるとぎは、攀すな總を踢いでくだまい。 

巧パ..り 椅跑しのが度では沿巧に保營しないで < だ思い。 

乂ジ’クむそれがありまず。 ' く'‘；-‘ 

: C 贼喘;則 E 皆•な纖に保戀しでくだ藻い。 
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13 •アフターサービス 



は爆靈畫 
らお劃寸 
だいた0 
およ 


の軒"哨ド屬でご使萬になる場甚は、排氮簡の顧り付け卷おすすめ L , 
C ： ィ — 3 ■は、当社穩まの r 排気簡たッお（轟!亮謠） hlG-10F を必ずず,け 
パ， J ょ r 排気簡たット J の顧符觀爾書をよく:お請朗ご 奪ってくだ 巧い 
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